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午後３時３０分～ 
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１ 開  会 

 

 

２ 協議事項 

問題行動・不登校等の防止及び解決に向けた取組状況等について 

 

 

３ 閉  会 



総合教育会議資料１
平成30年11月20日
指　　 導　　 課











 
 
 
 
 
■現状及び分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■目標の実現 

〇目 標：問題行動等の防止及び解決 

【中学校】生徒 1,000 人当たりの暴力行為の発生件数 

〇目標値：９．５件 （平成 27 年度の全国平均）      １０．８件 （平成 29 年度の岡山市実績） 

【小学校】不登校児童の出現率 

〇目標値：０．４２ （平成 27 年度の全国平均）      ０．７１ （平成 29 年度の岡山市実績） 

総 合 教 育 会 議 資 料 ２ 

平成 30 年 11 月 20 日 

指 導 課 

暴力行為 … 発生件数が小学校で４年連続増加、中学校は７年連続減少。 

 小学校で、未然防止や発生時の適切な対応のための体制づくりが必要。 

いじめ … 小学校・中学校ともに認知件数が過去最多、解消率は低下。 

 認知したいじめの早期解決、再発防止のための体制づくりが必要。 

不登校 … 前年度から不登校が継続している割合が、全国に比べて高い。 

 小学校低学年から、新たに不登校となる子どもを減らす取組が必要。 

〇教育委員会から学校を通して、次の取組を子どもや保護者に伝える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ＰＴＡや地域協働学校等においても、このことについて考えていただく。 

〇中学校区で問題行動等の防止及び解決に向けた体制づくりを進める。 

・対応のノウハウや、未然防止の取組を中学校区の学校間で共有する。 

・小学校の体制に、中学校や子ども相談主事、スクールカウンセラーが加わる。 

◆岡山市の学校は、暴力を許さず、毅然と対応します。 

  ・発生時は迅速かつ適切に対応し、再発を防止します。 

  ・警察等と連携して、規範意識の向上に努めます。 

◆岡山市の学校は、いじめを積極的に認知し、解決に努めます。 

  ・アンケートや教育相談などで、積極的な認知に努めます。 

  ・認知したいじめを早期に解決し、再発を防止します。 

◆岡山市の学校は、新たな不登校を生まない取組を徹底します。 

  ・小学校低学年から、連続欠席等への初期対応を徹底します。 

  ・不登校となる前に、スクールカウンセラーや相談機関につなぎます。 


